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"□一タリーを通じて、世界理解と平和を"|９８１-８２RI会長スタンレーＥ､マ､ｿキヤフリー

r蕊』鰻剛書‘’零‘周''。”‘"：､雪霊-,…奉仕に誠…１
’本日のプログラム裳族会，新戸キャンプ場

欠 席 者
介'11，細野，雁渡，砲芥，耐方，中西，佐藤，鈴木，
I| . l i " ; ,竹水，611j ;富沢，保川

〈 ケ ス ト 〉 敬 称 ? ↑ 略

イl沢Ｉ'昨了，藤田アサ，古木磯子・邦IU],大森い
ずみ・容MI,阿部恵美子･(布施会風）二mのり子
・長安，きみ子，西浦しず・あや・ゆき，後藤寅

希乃。裕毅，郡司禎了､llll崎緑。淀糸'.(猪熊会員）
イハ藤九枚，〃ﾄ藤足子。のり子・・みき子・ゆういち
．！）よう，伊藤仁子，北砂安了・，近藤遊丁．，松本

千枝7･･･えみ子，三浦かづ孑・，竹,と|ﾉ1孝子・マイ
子．，’-.尾ゆき子・大輔・英lill)・災神子，辻小百合，
松本洋M'１以_上ご家族守の杵様です。

次週予定 世界社会奉仕について
ガバ ナ ーノ ミニ 加 藤 定 兵 衛 氏

一

し上げました通りよろしくお願い致します。

なお，次週の例会は，振搭ではありませんのて

平常通り例会がありますのでご出席下さい。

< 委 員 会 報 告 〉 親 腔 委 員 長 伊 藤 災 j 《
本日は皆さんに大変千j難うございます。これか

らの｢11!,!をil'し上げます。

①10111f,|をより、ニジーマス〃のつかみ収りを1j･
います。

②１２時30分より例会がありますので，この位
置にお集り下さい。

③その後一一)かみ取った、ニジマス〃でバーベ
キューを行います。その他，肉，野菜，お
にぎり，飲物をたくさん用意しております
ので，出来るだけセルフサービスで･お願い

致します。尚,il':で運転されて来たﾌﾉ．はア
ルコール噸は脳漿としておりますのでご|#ル

ノJFさい。

< 会 長 報 告 〉 会 長 伊 藤 正 男

木11の末族会には多数の方々がご参加下さいま
してf]難うございます。又親睦委員会の皆様方は
！''.朝より碓術にご活躍され盛大な家族会が出来ま

す;}}:は,減にｲj難く厚くお礼申し_Lげます．侍様，

今|｜は･li楽しくご家族共々との|'|然存満喫され，
より-1『､"iO)規峠を計れんことをおI柚いII'し上げま
して挨拶といたします。

一

< 幹 事 報 告 〉 ， 仲 ， ) ｛ 辻 田 川
杵さん水llは大変ご苫労様です。今，公反がl1'

ノ、

1真実かどうか２.みんなに公平か３好意と友情を深めるか４.みんなのためになるかどうか
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ロータリー情報

委口長蛛犀良平
先般，川リIがあって東林間に参りました。駅で

小川急沿線新川を渡され，一寸一統んでみましたら
「１１-タ'１--クラブ便り」が出ておりました。ご
参ぢ迄に．

という４-)の道をかかげております。
従ってクラブには、クラブ奉仕，職業奉仕￥社

会泰仕,IKI際奉仕の４fW|''1があり，国際間のIW'､)':
ｲ'二交換，児亜や宙少年の保謹従成・身体障背荷↑
入災飢餓に1脳む人々，あるいはその他各祁の一般

ﾄ'二企施‘没軒への擬llﾉIをｲｊい，また''|分や仙人との
凸，

職業上の杣ll]XI係をF１満にして，、此存共栄をｲlllll;
させる努ﾉ]を続けております。
ロータリーとはこういう集いなのです。

（東京西北ロ･一タリークラブ広報委員会が投稿し

日本のロータリー

「1本(ﾉ)ロータリークラブは，１９２０年（大正９

年)１0ﾉ]に東京に設江されたのが始まりで世界で

８５８MfI]のクラブでした。その後大阪，神戸，

f'1!f『際と次々に設立され，昭和15年には,４８ク
ラブ，２０００希の会凸を数えるまでになりました。

ところが大平洋戦争直前の昭和15年には，国際団

体に対する圧迫がロータリーにも及び逆に[1本の
ロータリーは，国際ロータリーから脱退しなけれ

ばならなくなりましﾌｓｏ然し，戦時̅ﾄにあ-’ても

その粘神と組織は失われず，例会は統けられ，戦

後の平和皿彼と共に脈l際復帰を目ざす努力が実っ
て１９４９年(I171和24年)３月東京，大阪をはじめ

７クラブが刷際ロータリー復帰が認められました｡

以来目ざましい進展を続け北は稚内，南は沖繩

JJIIIiまで実にクラブ数約１５００,会員数約８３０００

名に及び，現在なお日本のすべての町にクラブが
できる様に努ﾉJを続けております。

これは会員がすべて住みよい世の中を目ざして
ロータリーの奉仕の理想をひろめようとの強い願

いのあらわれたほかなりません。
ロータリーでは，ネ|:会生活における成功と幸梱

は他人に対する思いやりと，他人を助けることに
あるとして,fT|' lの職業を通じての「奉仕の理想」

を!I的としており，そのためには，

⑳広く知り介いを求めて奉仕の機械を多く持つ

②ｆ卜|'|の職業に誇りを持ってその辿徳的),”漆
,1.1i#,’Ｊ)ろ。

鋤公Ｗ,(ﾊ別なく水仕のj'1!岨を尖ｲi非ること
(J)FIIM;と友'II１iを脈|際的にも広く深(V)る

ていたものです｡ )
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